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「
大
坂
古
城
之
図
」
と
真
田
丸
へ
の
雑
感 

中
西 

裕
樹 

 

は
じ
め
に 

し
ろ
あ
と
歴
史
館
で
は
、「
大
坂
古
城
之
図
」
と
い
う
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る(

図
１)

。

江
戸
時
代
の
刷
物
で
あ
り
、
慶
長
十
九
年(
一
六
一
四)

に
起
き
た
大
坂
冬
の
陣
の
一
種 

                  

       の
配
陣
図
で
あ
る
。
武
将
の
名
前
な
ど
と
と
も
に
、
豊
臣
期
大
坂
城
の
構
造
が
確
認
で

き
、
有
名
な
真
田
丸
の
形
も
認
め
ら
れ
る
。 

そ
こ
で
、
小
文
で
は
、
本
図
の
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、
近
年
、
大
き
く
研
究
が
進

展
し
て
い
る
真
田
丸
に
関
す
る
雑
感
を
述
べ
た
い
。 

 

一 

「
大
坂
古
城
之
図
」
に
つ
い
て 

「
大
坂
古
城
之
図
」(

以
下
「
古
城
図
」)

は
、
縦
五
九
・
七
㎝×

横
五
〇
・
〇
㎝
の

法
量
で
あ
り
、
折
り
た
た
ま
れ
て
縦
二
五
・
〇
㎝×

横
一
〇
・
六
㎝
の
袋
に
収
め
ら
れ

る
。
直
接
、
製
作
さ
れ
た
年
代
な
ど
が
推
定
で
き
る
記
述
は
な
い
。 

「
古
城
図
」
は
、
大
坂
城
の
中
心
部
と
惣
構
を
上
方
に
配
置
す
る
。
お
よ
そ
図
が
対

象
と
す
る
範
囲
は
、
北
は
城
と
大
川
な
ど
の
河
川
を
挟
ん
だ
、
現
在
の
大
阪
市
城
東
区

蒲
生
か
ら
大
川
河
口
部
の
「
中
之
島
」
「
堂
島
」「
肥
後
嶌
」
ま
で
、
西
は
西
区
江
之
子

島
か
ら
木
津
川
周
辺
の
デ
ル
タ
地
帯
、
南
は
四
天
王
寺
か
ら
阿
倍
野
あ
た
り
ま
で
、
東

は
上
町
台
地
の
縁
辺
部
で
あ
る
。
こ
の
地
形
の
上
に
、
数
多
く
の
豊
臣
方
と
徳
川
方
の

武
将
の
名
前
が
配
さ
れ
て
い
る
。 

「
古
城
図
」
の
大
坂
城
は
、
本
丸
の
西
側
に
「
二
之
丸
」
と
い
う
曲
輪
が
配
置
し
、

南
の
一
段
低
い
帯
曲
輪
状
の
空
間
を
介
し
て
「
千
ジ
ヨ
ウ
鋪
」
と
い
う
名
の
曲
輪
が
あ

る(

図
２)

。
徳
川
幕
府
の
京
都
大
工
頭
で
あ
っ
た
中
井
家
が
伝
え
た
「
豊
臣
時
代
大
坂

城
指
図
」(

中
井
正
知
・
正
純
氏
蔵)

な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な
る
豊
臣
大
坂
城
の
構
造
は
、

本
丸
と
二
ノ
丸
が
並
立
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
本(

詰)

丸
は
二
重
に

帯
曲
輪
が
取
り
囲
み
、
「
古
城
図
」
の
二
ノ
丸
は
西
側
の
帯
曲
輪
を
拡
大
解
釈
し
た
も

の
と
も
読
め
る
。 

ま
た
、
城
郭
中
心
部
を
囲
む
外
側
の
塁
線
か
ら
は
、
北
西
、
南
西
、
南
東
で
曲
輪
が

張
り
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
慶
長
三
年(

一
五
九
八)

以
降
に
三
ノ
丸
の
中
に
構
築
さ

れ
た
馬
出
曲
輪
で
あ
り
、
「
古
城
図
」
は
そ
の
姿
を
比
較
的
正
確
に
伝
え
て
い
る
。
馬

し
ろ
あ
と
だ
よ
り 
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図１ 「大坂古城之図」 
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出
と
は
、
城
内
か
ら
見
て
、
堀
の
対
岸
に
設
け
ら
れ
た
曲
輪
の
こ
と
で
、
城
内
か
ら
外 

部
へ
攻
撃
を
加
え
る
場
合
の
橋
頭
堡
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
も
の
を
指
す
。
な
お
、「
古

城
図
」
の
範
囲
に
は
城
下
町
が
存
在
し
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
街
区
に
関
す
る
情
報
は
な

い
。 

 

二 

「
大
坂
古
城
之
図
」
の
評
価 

大
阪
教
育
大
学
附
属
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
こ
の
「
古
城
図
」

と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
資
料
が
公
開
さ
れ
て
い
る(

以
下
「
大
教
図
」)

 (

１)

。
実
見
は
で

き
て
い
な
い
が
、
画
像
か
ら
は
「
古
城
図
」
と
同
様
に
刷
物
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

両
図
と
も
、
一
定
数
が
出
回
っ
た
大
坂
冬
の
陣
に
関
す
る
刷
物
な
の
だ
ろ
う
。 

た
だ
し
、
異
な
る
点
も
あ
り
、
「
大
教
図
」
の
法
量
は
縦
六
四
・
〇
㎝×

横
四
二
・

五
㎝
と
、
「
古
城
図
」
の
法
量
と
は
一
致
し
な
い
。
ま
た
、「
大
教
図
」
に
は
大
坂
城
北

東
城
外
に
記
号
化
さ
れ
た
「
付
城
」
の
表
記
が
あ
る
が
、
「
古
城
図
」
は
こ
の
部
分
の 

                   

紙
が
欠
損
し
た
表
現
を
と
る
。 

「
古
城
図
」
に
は
他
に
も
虫
損
の
表
現
が
あ
り
、
「
大
教
図
」
に
経
年
変
化
を
加
え

た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
真
偽
は
と
も
か
く
、「
古
城
図
」
を
手
に
と
っ
た
人
々 

は
、
何
か
古
い
資
料
を
下
に
し
た
版
の
刷
物
と
い
う
印
象
を
受
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
「
大
教
図
」
よ
り
も
凝
っ
た
も
の
に
見
せ
よ
う
、
と
い
う
意
図
を
感
じ
る
。 

さ
て
、
豊
臣
期
の
大
坂
を
描
い
た
絵
図
と
さ
れ
る
も
の
は
、
大
き
く
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
第
二
種
を
代
表
す
る
の
が
中
井
正
知
・
正
純
氏
蔵

「
慶
長
十
九
年
甲
寅
冬
大
坂
絵
図
」
で
あ
る(

２)

。
静
嘉
堂
文
庫
蔵
「
摂
州
大
坂
城
攻

守
図
」
と
ほ
ぼ
同
一
の
配
陣
図
で
あ
り
、
城
郭
の
構
造
は
浅
野
文
庫
所
蔵
『
諸
国
古
城

之
図
』「
大
坂
惣
構
」
、
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
「
摂
州
大
坂
古
城
之
図
」
と
ほ
ぼ
一
致
す

る
。
こ
れ
ら
に
は
、
同
一
の
底
本
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
る(

３)

。 

第
二
種
の
絵
図
類
は
、
大
坂
城
と
惣
構
を
上
部
に
配
し
、
南
の
四
天
王
寺
付
近
ま
で

を
範
囲
と
す
る
一
方
、
そ
の
内
部
に
展
開
し
て
い
た
は
ず
の
城
下
町
の
街
区
を
描
か
な

い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
概
ね
豊
臣
大
坂
城
の
構
造
を
正
確
に
描

く
と
評
価
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
本
丸
西
側
に
二
之
丸
が
並
立
す
る
構
造
で
あ
り
、
デ
フ

ォ
ル
メ
が
加
わ
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
特
徴
は
「
古
城
図
」
と
近
似
す
る
も
の
で
あ
り(

図
３)

、
馬
出
曲
輪
や
惣

構
も
同
様
に
構
造
が
類
似
す
る
。
馬
出
曲
輪
の
文
字
は
「
古
城
図
」
の
「
篠
丸
」
が
「
慶

長
十
九
年
甲
寅
冬
大
坂
絵
図
」
で
は
「
惣
丸
」、
同
じ
く
「
織
田
上
野
ヤ
シ
キ
」
が
「
織 

田
上
野
介
屋
敷
」
と 

大
差
が
無
く
、
図
が 

対
象
と
す
る
範
囲 

や
城
下
町
の
街
区 

を
描
か
な
い
点
、
武 

将
の
陣
所
の
位
置 

な
ど
も
非
常
に
近 

い
。「
古
城
図
」
が
、 

第
二
種
の
絵
図
類 

の
流
れ
に
あ
る
こ 

と
は
間
違
い
な
い 

だ
ろ
う
。 

興
味
深
い
の
は
、 

図３ 「慶長十九年甲寅冬大坂絵図」を中西

がトレース(部分。文字除く) 

図２ 「古城図」の大坂城中心部分 
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絵
図
の
袋
に
「
売
買
不
許
」
の
文
字
が
あ
り(

図
４)

、
本
図
の
「
元
茶
臼
山
」
と
あ
る

徳
川
家
康
の
陣
は
文
字
を
墨
で
消
し
て
「
家
」
の
文
字
だ
け
が
見
え
る
よ
う
に
し
、
同

じ
く
徳
川
秀
忠
の
陣
は
「
秀
」
の
文
字
だ
け
が
見
え
る
よ
う
に
細
工
が
な
さ
れ
た
点
で

あ
る
。 

徳
川
家
を
憚
っ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
徳
川
頼
宣
ら
御
三
家
の
人
物
の
名
は

記
さ
れ
て
い
る
。
将
軍
家
の
陣
所
を
暗
に
示
す
よ
う
な
機
密
性
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る

よ
う
に
も
受
け
取
れ
、
先
の
「
大
教
図
」
と
の
差
異
を
含
め
て
、
底
本
に
付
加
価
値
を

付
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
刷
物
と
い
う
性
格
を
含
め
、
こ
れ
ら
の

細
工
に
よ
っ
て
購
買
意
欲
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

「
古
城
図
」
が
持
つ
、
資
料
的
な
希
少
性
は
決
し
て
大
き
い
と
は
い
え
な
い
。
た
だ

し
、
底
本
は
、
こ
れ
ま
で
大
坂
城
の
研
究
に
用
い
ら
れ
て
き
た
絵
図
類
に
連
な
る
も
の

で
あ
っ
た
。
大
坂
城
や
惣
構
の
形
を
一
定
と
ら
え
て
い
る
も
の
と
し
て
、
評
価
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。 

 

三 

「
大
坂
古
城
之
図
」
の
真
田
丸 

「
古
城
図
」
に
は
惣
構
南
東
に
接
し
て
、
半
円
形
の
曲
輪
が
あ
る(

図
５)

。
こ
れ
が

「
真
田
丸
」
で
あ
り
、「
真
田
左
衛
門
佐
幸
村
」「
五
千
騎
」
な
ど
の
文
字
が
他
の
武
将

の
名
前
と
と
も
に
見
ら
れ
る
。
塁
線
を
挟
ん
だ
惣
構
に
は
門
が
描
か
れ
て
お
り
、
曲
輪

の
機
能
と
し
て
は
馬
出
に
あ
た
る
。 

城
郭
研
究
で
は
、
馬
出
の
形
状
に
は
大
き
く
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
半
円
形
の

も
の
を
「
丸
馬
出
」
、
四
角
い
も
の
を
「
角
馬
出
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
戦

国
大
名
の
城
郭
構
造
の
特
徴
と
し
て
理
解
さ
れ
、
丸
馬
出
は
武
田
氏
の
特
徴
と
し
て
理

解
さ
れ
て
い
る
。
「
古
城
図
」
の
真
田
丸
は
、
丸
馬
出
の
形
状
で
あ
る
。 

戦
国
大
名
と
城
郭
構
造
の
特
徴
を
め
ぐ
っ
て
は
、
検
証
方
法
に
大
き
な
課
題
が
あ
り
、 

        

両
者
を
単
純
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
真
田
丸
に
入
っ
た
の
は
真

田
信
繁(

幸
村)

で
あ
り
、
真
田
家
は
武
田
家
の
武
将
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
真
田
丸

は
丸
馬
出
で
あ
り
、
真
田
信
繁
が
武
田
氏
の
築
城
技
術
を
用
い
た
と
の
評
価
も
な
さ
れ

て
い
る(

４)

。 

近
年
、
真
田
丸
の
研
究
が
飛
躍
的
に
進
み
、
様
々
な
復
元
案
が
提
示
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
そ
の
結
果
、
真
田
丸
の
形
状
は
丸
馬
出
で
は
な
く
、
惣
構
内
部
と
の
間
に
清
水
谷

と
い
う
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
規
模
の
自
然
の
谷
を
挟
む
な
ど
、
そ
も
そ
も
の
馬
出
と
い

う
評
価
が
妥
当
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(

５)

。
規
模
や
位
置
な
ど
も
従
来

の
真
田
丸
の
推
定
と
は
大
き
く
異
な
り
、
独
立
的
な
出
城
と
し
て
の
評
価
が
進
み
つ
つ

あ
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
復
元
案
を
論
じ
る
だ
け
の
立
場
に
は
無
い
が
、
概
ね
単
純

な
丸
馬
出
で
は
な
い
と
い
う
結
論
に
は
賛
成
し
た
い
。 

ま
た
、
近
世
の
城
郭
図
は
、
軍
学
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お
り
、
特
に
真
田
丸
は
武

田
信
玄
の
戦
法
を
対
象
と
す
る
「
甲
州
流
軍
学
」
の
創
始
者
で
、
「
真
田
丸
馬
出
の
下

へ
押
し
寄
せ
」
と
記
し
、
大
坂
の
陣
に
従
軍
し
た
小
幡
景
憲
を
通
し
て
丸
馬
出
と
い
う

形
が
印
象
付
け
ら
れ
た(

６)

。
直
接
的
で
は
な
い
に
し
て
も
、「
古
城
図
」
の
真
田
丸
の

形
が
事
実
と
齟
齬
す
る
こ
と
は
容
易
に
想
定
で
き
る
。 

た
だ
し
、
第
二
種
と
さ
れ
る
絵
図
の
浅
野
文
庫
所
蔵
『
諸
国
古
城
之
図
』
「
大
坂
惣

構
」
の
形
状
が
丸
馬
出
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
じ
浅
野
文
庫
が
所
蔵
し
、
真
田
丸
の
復 

元
の
基
本
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て 

い
る
『
同
』「
真
田
丸
」
が
現
地
踏
査 

を
ふ
ま
え
た
方
形
に
近
い
複
郭
の
表 

現
と
な
る
の
は
、
前
者
が
小
縮
尺
、 

後
者
が
大
縮
尺
の
図
と
し
て
作
成
さ 

れ
た
事
情
が
反
映
し
て
い
る
の
で
は 

な
か
ろ
う
か
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て 

い
る(

７) 

。
ま
た
、
そ
も
そ
も
の
真 

田
丸
周
辺
の
地
形
は
、
惣
構
の
大
規 

模
な
谷
地
形
を
背
に
し
て
、
大
き
く 

は
南
に
円
弧
状
に
ふ
く
ら
む
よ
う
な 

条
件
に
あ
る
よ
う
に
も
思
う
。 

「
古
城
図
」
に
は
、
本
丸
を
取
り 

囲
む
外
側
の
塁
線
の
北
に
接
し
て
、 

図５ 「古城図」の真田丸周辺 

図４ 「古城図」の袋 
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「
前
嶌
」
と
記
入
さ
れ
た
円
形
の 

曲
輪
が
見
え
る(

図
６)

。
こ
の
曲 

輪
は
『
諸
国
古
城
之
図
』「
大
坂
惣 

構
」
に
は
な
い
が
、「
慶
長
十
九
年 

甲
寅
冬
大
坂
絵
図
」
に
は
描
か
れ 

て
い
る
。
徳
川
大
坂
城
で
は
青
屋 

口
と
い
う
虎
口
が
設
け
ら
れ
た
場 

所
で
あ
り
、
大
坂
の
陣
に
際
し
て
、 

丸
馬
出
が
構
築
さ
れ
た
と
の
解
釈 

も
可
能
で
あ
る(

８)

。 

一
方
、
「
前
嶌
」
と
は
、
幅
約

一
〇
〇
～
七
〇
ｍ
の
二
ノ
丸
の
水
堀
に
あ
っ
た
「
鷺
島
」
と
い
う
島
の
こ
と
で
あ
り
、

エ
ッ
ゲ
ン
ベ
ル
グ
城
が
所
蔵
す
る
「
豊
臣
期
大
坂
図
屏
風
」
に
は
、
堀
の
中
に
一
匹
の

鷺
と
と
も
に
複
数
の
美
し
い
樹
木
が
植
え
ら
れ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る(

９)

。
先
ほ

ど
の
縮
尺
の
視
点
か
ら
理
解
す
る
と
、
こ
ち
ら
も
縮
尺
の
都
合
上
、
結
果
と
し
て
島
の

形
状
が
丸
馬
出
状
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
陣
に
際
し
て
鷺
島
が
馬

出
に
改
修
さ
れ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。 

 

「
古
城
図
」
の
真
田
丸
に
つ
い
て
も
、
単
に
不
正
確
と
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
背

景
を
探
る
作
業
が
大
坂
城
の
構
造
を
考
え
る
作
業
に
も
つ
な
が
る
よ
う
に
思
う
。 

 

四 

真
田
丸
研
究
の
意
義 

 

近
年
の
真
田
丸
研
究
は
、
大
坂
城
の
構
造
を
考
え
る
作
業
で
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
真

田
＝
武
田
＝
丸
馬
出
と
理
念
的
に
解
釈
し
て
き
た
構
造
に
対
し
、
精
緻
な
地
形
の
把
握

と
絵
図
を
用
い
た
成
果
は
、
よ
り
客
観
的
な
作
業
を
進
め
た
こ
と
に
な
り
、
大
坂
の
陣

と
い
う
未
曾
有
の
合
戦
に
際
し
て
の
惣
構
の
あ
り
方
を
問
い
、
大
規
模
合
戦
へ
の
視
野

を
開
い
た
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
今
で
も
人
気
の
高
い
、
真
田
信
繁
と
い
う
武

将
の
再
評
価
へ
の
き
っ
か
け
に
も
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

 

た
だ
し
、
丸
馬
出
で
は
な
い
、
と
い
う
一
面
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
る
こ
と
に
は
、
若
干

の
違
和
感
が
あ
る
。
真
田
丸
が
そ
れ
独
自
と
し
て
研
究
さ
れ
る
機
会
は
、
こ
れ
ま
で
少

な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
大
坂
城
研
究
の
中
で
は
惣
構
の
復
元
に
関
す
る
研
究
史
が
あ
り
、

そ
の
中
で
真
田
丸
を
丸
馬
出
と
す
る
評
価
は
意
外
に
見
受
け
ら
れ
な
い(

10)

。
例
え
ば
、

豊
臣
期
大
坂
城
の
構
造
を
考
え
る
上
で
の
画
期
と
な
っ
た
渡
辺
武
氏
の
研
究
に
お
い

て
、
真
田
丸
は
「
南
惣
構
の
塹
壕
状
空
堀
部
分
を
補
強
し
、
惣
構
南
東
部
か
ら
敵
の
侵

入
を
防
ぐ
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る(

11)

。 

 

ま
た
、
「
孤
立
無
援
の
砦
」
的
な
評
価
に
つ
い
て
は
、
戦
国
期
の
城
郭
史
と
の
接
続

を
図
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
大
坂
の
陣
に
は
種
々
の
記
録
が
あ
り
、
結
果
と
し

て
真
田
丸
の
戦
い
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
城
郭
の
範
囲
を
決
定
す
る
堀

切
な
ど
の
防
御
ラ
イ
ン
の
外
部
に
存
在
す
る
、
独
立
的
な
曲
輪
は
戦
国
期
山
城
に
お
い

て
も
確
認
で
き
る
。 

極
端
な
事
例
と
な
る
が
、
例
え
ば
本
市
の
芥
川
城(

芥
川
山
城
跡)

で
は
、
東
側
が
地

形
続
き
と
な
る
た
め
に
、
こ
れ
を
遮
断
す
る
多
重
堀
切
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
西

側
が
狭
義
の
城
域
で
あ
り
、
ま
と
ま
っ
た
面
積
を
持
つ
曲
輪
が
存
在
す
る
が
、
多
重
堀

切
の
東
側
に
は
土
塁
囲
み
の
曲
輪
が
あ
る(

図
７)

。
こ
の
周
辺
は
粗
雑
な
削
平
地
が
存

在
す
る
も
の
の
、
狭
義
の
城
郭
か
ら
見
れ
ば
「
城
外
」
に
あ
た
る
。
こ
の
意
味
に
お
い

て
、
そ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
「
真
田
丸
」
に
近
い
と
も
受
け
取
れ
る
。 

同
様
の
曲
輪
を
持
つ
戦
国
期
の
城
郭
は
、
意
外
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

戦
国
期
の
城
郭
に
お
い
て
、
実

際
の
武
将
の
動
き
な
ど
を
示
す 

史
料
は
限
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
、

真
田
丸
は
貴
重
な
事
例
と
な
る 

が
、
城
郭
史
に
お
け
る
構
造
を

考
え
る
と
い
う
点
で
は
検
討
の 

余
地
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
こ 

れ
ら
の
点
を
ふ
ま
え
た
上
で
、

真
田
丸
周
辺
の
研
究
は
、
そ
れ

自
体
に
特
化
す
る
こ
と
な
く
、

中
世
城
郭
史
全
体
の
流
れ
の
中 

で
の
理
解
を
進
め
る
必
要
が
あ 

る
よ
う
に
感
じ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
た
、
真
田
丸
と
真
田
信
繁 

と
の
関
係
に
も
慎
重
を
要
す 

る
。
例
え
ば
『
大
坂
日
記
』
に 

は
、
後
藤
又
兵
衛
が
出
丸(

真 

田
丸)

を
取
り
立
て
た
後
、
信

図７ 芥川山城跡 概念図(中西作図。○が該当の曲輪) 

図６ 「古城図」の「前嶌」周辺 



                      5 

繁
が
自
分
は
兄
が
徳
川
方
で
あ
る
た
め
秀
頼
か
ら
疑
わ
れ
て
い
る
た
め
出
丸
を
守
る

と
秀
頼
も
安
心
す
る
と
申
し
出
た
と
あ
る
。
『
大
坂
日
記
』
が
信
に
値
す
る
と
い
う
訳

で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
真
田
丸
を
真
田
信
繁
だ
け
に
惹
き
付
け

る
こ
と
へ
の
警
鐘
と
も
読
め
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
記
事
は
、
大
坂
城
研
究
の

金
字
塔
で
あ
る
櫻
井
成
廣
氏
の
著
作
で
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る(

12)

。 

ま
た
、
櫻
井
氏
の
著
作
で
は
『
大
坂
陣
山
口
休
庵
咄
』
を
取
り
上
げ
る
。
こ
こ
で
は
、

確
か
に
「
真
田
左
衛
門
ハ
如
何
存
候
玉
造
口
の
御
門
の
南
、
東
八
町
の
御
門
の
東
に
一

段
高
き
畑
御
座
候
を
三
方
に
か
ら
堀
を
掘
り
塀
を
一
重
か
け
、
塀
の
向
と
か
ら
堀
の
中

に
堀
際
に
柵
を
三
重
に
付
、
所
々
矢
倉
井
楼
を
上
げ
塀
の
う
で
木
の
通
り
に
幅
百
尺
の

武
者
ば
し
り
を
い
た
し
父
子
の
人
数
六
千
余
人
に
て
籠
申
候
。
是
を
真
田
が
出
城
と
申

し
候
」
と
信
繁
が
築
城
し
た
か
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。『
大
坂
陣
山
口
休
庵
咄
』
は
、

大
坂
の
陣
に
関
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
文
献
の
一
つ
で
あ
る
。 

し
か
し
、
興
味
深
い
の
は
『
大
坂
陣
山
口
休
庵
咄
』
が
「
東
八
町
目
の
御
門
よ
り
真

田
出
城
へ
寄
せ
申
候
敵
へ
横
矢
い(

射)

申
候
」
と
記
す
こ
と
で
あ
る
。
真
田
丸
は
孤
立

無
援
で
は
な
く
、
惣
構
内
部
か
ら
の
援
護
を
受
け
て
い
た
。
真
田
丸
の
性
格
を
強
調
し

過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
構
造
や
関
連
文
献
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
真
田
丸
に
加
え
て

大
坂
の
陣
や
城
郭
の
実
態
に
迫
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
に
思
う(

13)

。 

 

 
 

お
わ
り
に 

 

 

小
文
で
は
、
「
古
城
図
」
に
若
干
の
考
察
を
試
み
、
そ
こ
か
ら
真
田
丸
な
ど
へ
の
雑

感
を
述
べ
て
き
た
。
少
し
で
も
研
究
に
供
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
と
願
う
ば
か
り
で
あ

る
。 ま

た
、
今
回
は
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
「
古
城
図
」
に
は
数
多
く

の
武
将
の
名
前
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
二
ノ
丸
の
南
の
「
ハ
タ
奉
行
」

で
千
成
瓢
箪
の
横
の
「
郡
主
馬
之
助
」
、「
津
川
左
近
」
の
名
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の

両
名
の
表
現
は
、
他
の
第
二
種
の
絵
図
の
大
半
に
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
大
阪
城
天
守

閣
蔵
「
大
坂
冬
夏
陣
立
図
」
に
は
、
丁
寧
に
彩
色
さ
れ
た
瓢
箪
の
脇
に
彼
ら
の
名
が
あ

る(

14)

。
他
に
も
、「
古
城
図
」
に
は
強
調
し
て
書
き
込
ま
れ
た
武
将
た
ち
が
お
り
、
機

会
を
得
て
武
将
名
が
強
調
さ
れ
た
背
景
な
ど
も
考
え
て
み
た
い
。 

 【
註
】 

(

１)
h
t
tp
s
:/
/
ir
.
li
b
.
os
a
ka

-
ky
o
iku

.
a
c.
j
p/
d
ig
i
ta
l
-c
o
l
le
c
ti
o
n/
i
nde

x
2
.h
t
ml

 

(

２)

大
澤
研
一
「
補
論
「
豊
臣
期
大
坂
城
下
町
図
」
に
つ
い
て
」(

大
阪
市
立
大
学
豊
臣
期
大
坂
研
究
会
編 

大

澤
研
一
・
仁
木
宏
・
松
尾
信
裕 

監
修
『
秀
吉
と
大
坂 

城
と
城
下
町
』
、
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年)

。 

(

３)

中
井
均
「
大
坂
城
の
縄
張
り
」(

註
２
『
秀
吉
と
大
坂 

城
と
城
下
町
』)

。 

(

４)

註
３
中
井
論
文
な
ど
。 

(

５)

坂
井
尚
登
「
大
坂
城
真
田
丸
‐
絵
図
・
地
形
図
・
空
中
写
真
に
よ
っ
て
考
察
す
る
位
置
と
形
状
‐
」(

日

本
城
郭
史
学
会
編
『
城
郭
史
研
究
』
34
、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年)

、
千
田
嘉
博
『
真
田
丸
の
謎 

戦

国
時
代
を
「
城
」
で
読
み
解
く
』
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書
、
二
〇
一
五
年
）
、
積
山
洋
「
大
坂
城
惣
構
南
面

堀
と
真
田
出
丸
‐
発
掘
調
査
か
ら
み
た
復
原
‐
」(

『
真
田
歴
史
読
本
』
、K

A
D
O
K
A
W
A

、
二
〇
一
六
年)

、

市
川
創
「
真
田
丸
の
具
体
像
に
迫
る
」(

大
坂
城
豊
臣
石
垣
公
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
二
〇
一

六
年)

な
ど
。 

(

６)

北
垣
聰
一
郎
「
豊
臣
時
代
大
坂
城
「
本
丸
図
」
と
「
真
田
丸
」
に
つ
い
て
」(

岡
本
良
一
編
『
大
坂
城
の

諸
研
究
』
、
名
著
出
版
、
一
九
八
二
年)

。 

(

７)

坂
井
尚
登
「
真
田
丸
を
復
元
す
る
」(

歴
史
群
像
編
集
部
『
学
研
ム
ッ
ク 

真
田
戦
記
』
、
学
研
プ
ラ
ス
、

二
〇
一
五
年)

。 

(

８)

註
３
中
井
論
文
。 

(

９)

『
豊
臣
期
大
坂
城
屏
風
』(

大
阪
城
天
守
閣
、
二
〇
〇
九
年)

。 

(

10) 

積
山
洋
「
豊
臣
氏
大
坂
城
惣
構
南
面
堀
の
復
原
」(

渡
辺
武
館
長
退
職
記
念
論
集
刊
行
会
『
大
坂
城
と

城
下
町
』
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年)

、
市
川
創
「
豊
臣
期
大
坂
城
惣
構
南
面
堀
の
復
元
と
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に

よ
る
土
量
計
算
の
試
み
」(

『
織
豊
城
郭
』
15
、
織
豊
期
城
郭
研
究
会
、
二
〇
一
五
年)

な
ど
。 

(

11)

渡
辺
武
「
豊
臣
時
代
大
坂
城
の
三
の
丸
と
惣
構
に
つ
い
て-

『
僊
台
武
鑑
』
所
収
「
大
坂
冬
の
陣
配
陣

図
」
を
中
心
に
」(

註
６
『
大
坂
城
の
諸
研
究
』)

。 

(

12)

櫻
井
成
廣
『
豊
臣
秀
吉
の
居
城 

大
阪
城
編
』(

日
本
城
郭
資
料
館
出
版
会
、
一
九
七
〇
年)

。 

(

13)

訓
原
重
保
氏
は
、
他
の
豊
臣
方
の
出
城
群
と
比
較
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
豊
臣
方
の
出

城
は
合
戦
譚
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
研
究
の
俎
上
に
の
ぼ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に

思
う
。
訓
原
重
保
「
真
田
丸
の
攻
防
」(

笹
本
正
治
監
修
『
資
料
で
読
み
解
く 

真
田
一
族
』
、
郷
土
出
版

社
、
二
〇
一
六
年)

。 

(
14)
『
浪
人
た
ち
の
大
坂
の
陣
』(

大
阪
城
天
守
閣
、
二
〇
一
四
年)

。 
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江
戸
時
代
中
後
期
の
高
槻
藩
分
限
帳
（
高
階
家
文
書
）
に
つ
い
て(

二) 

西
本 

幸
嗣 

 
 

し
ろ
あ
と
だ
よ
り
第
九
号
（
平
成
二
十
六
年
十
月
）
「
江
戸
時
代
中
後
期
の
高
槻
藩

分
限
帳
（
高
階
家
文
書
）
に
つ
い
て
」（
１
）
で
紹
介
・
翻
刻
し
た
「
高
槻
藩
分
限
帳
」

の
釈
文
の
続
き
を
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

  
 

 

納
戸 

金
九
両
三
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
山
貞
八 

 

七
両
三
人
扶
持 

納
戸
役 

 
 

 
 

 
 

栗
岡
伊
兵
衛 

 
 

 
 

 

当
分
寿
姫
様
御
附 

拾
石
三
人
扶
持 

納
戸
役 

 
 

 
 

 
 

井
出
郡
治 

 
 

 
 

 

役
扶
持
二
人
ふ
ち 

 

金
七
両
三
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 

● 

柴
崎
文
蔵 

米
七
石
三
人
扶
持 

 
 

 

納
戸
役 

 
 

谷
口
繁
右
衛
門 

   
 

 

右
筆 

 

金
七
両
三
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

古
沢
茂
市 

金
七
両
三
人
扶
持 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

伴
野
常
右
衛
門 

金
七
両
三
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

杉
浦
幸
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
筆
之
御
席 

金
七
両
三
人
扶
持 

日
記
役 

 
 

 
 

 

宇
野
与
右
衛
門 

金
七
両
二
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

水
尾
辰
次 

米
五
石
二
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

阿
井
市
助 

  

 
 

 

供
頭 

 
 

 
 

 

供
頭
席 

金
九
両
三
人
扶
持 

弥
之
助
様
付 

 
 

 

平
木
半
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

供
頭 

金
九
両
三
人
扶
持 

御
刀
番
兼 

 
 

 
 

 

堀
権
左
衛
門 

 
 

役
料
銀
二
枚
御
在
府
之
節
取
斗
被
成
被
下
候 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

供
頭
之
席 

金
九
両
三
人
扶
持 

御
広
間
番 

 
 

 
 

 

高
屋
新
蔵 

金
九
両
二
人
扶
持 

供
頭 

 
 

 
 

 
 

 

松
下
隼
太 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
刀
番
兼 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

供
頭
之
席 

金
七
両
三
人
扶
持 

台
所
人 

 
 

 
 

 
 

小
宮
山
金
内 

金
九
両
三
人
扶
持 

供
頭 

 
 

 
 

 
 

 

千
馬
恒
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
刀
番
兼 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

供
頭
末
座 

金
七
両
二
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
木
嘉
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

供
頭
格 

金
七
両
三
人
扶
持 

金
払 

 
 

 
 

 
 

 

伊
藤
幸
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

供
頭
格 

金
七
石
三
人
扶
持 

御
部
屋
ふ
ち 

 
 

 
 

石
田
友
八 

   
 

 

中
小
姓 

七
両
三
人
扶
持 

 

金
払 

 
 

 

● 
 

 

下
村
惣
八 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
小
姓
之
席 

七
両
三
人
扶
持 

 
 

大
学
様
附 

 
 

 
 

金
子
治
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
小
姓
席 

七
両
三
人
扶
持 

 
 

普
請
奉
行 

● 
 

 

高
橋
太
次
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
学
様
附 

七
両
三
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 

● 
 

 

村
中
半
助 

七
両
三
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 

● 
 

 

山
本
瀬
兵
衛 
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七
両
三
人
扶
持 

 
 

中
小
姓 

 
 

 

● 

村
上
源
吾 

七
両
弐
人
扶
持 

 
 

中
小
姓 

 
 

 
 

 

岡
田
文
平 

七
両
三
人
扶
持 

 
 

中
小
姓 

 
 

 
 

 

伊
藤
朴
助 

八
石
三
人
扶
持 

 
 

中
小
姓 

 
 

 
 

 

長
谷
川
弥
右
衛
門 

七
両
二
人
扶
持 

 
 

中
小
姓 

 
 

 
 

 

福
田
文
之
助 

七
両
三
人
扶
持 

 
 

中
小
姓 

 
 

 

● 

藤
田
文
次 

七
石
三
人
扶
持 

 
 

中
小
姓 

 
 

 
 

 

仙
石
金
吾 

七
両
二
人
扶
持 

 
 

中
小
姓 

 
 

 
 

 

池
田
弥
太
郎 

七
両
二
人
扶
持 

 
 

中
小
姓 

 
 

 
 

 

川
嶋
楯
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
中
小
姓
之
席 

七
石
三
人
扶
持 

 
 

日
記
役 

 
 

 
 

 

石
村
忠
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
小
姓
格 

米
拾
石
三
人
扶
持 

 

三
ノ
丸
預
り 

 
 

 

廣
瀬
門
太
夫 

  
 

 
 

惣
領 

 
 

 
 

 

文
左
衛
門
子 

 
 

 
 

 

芥
川
文
吾 

 
 

 
 

 

権
兵
衛
子 

 
 

 
 

 
 

田
中
縫
殿 

 
 

 
 

 

安
右
衛
門
子 

 
 

 
 

 

片
岡
金
次
郎 

 
 

 
 

 

浅
右
衛
門
子 

 
 

 
 

 

猪
瀬
ユ
良 

 
 

 
 

 

弥
七
右
衛
門
子 

 
 

 
 

長
束
一
二 

 
 

 
 

 

武
兵
衛
子 

 
 

 
 

 
 

沢
路
廣
弥 

 
 

 
 

 

与
一
右
衛
門
子 
 

 
 

 

田
中
勝
次
郎 

 
 

 
 

 

杢
右
衛
門
子 
 

 
 

 
 

桑
田
岩
次
郎 

 
 

 
 

 

弥
一
右
衛
門
子 

 
 

 
 

関
羊
助 

 
 

 
 

 

藤
左
衛
門
子 

 
 

 
 

 

小
倉
小
隼 

 
 

 
 

 

太
郎
左
衛
門
子 

 
 

 
 

柘
植
常
之
助 

 
 

 
 

 

文
太
夫
子 

 
 

 
 

 
 

橋
本
勝
之
進 

 
 

 
 

 

半
太
夫
子 

 
 

 
 

 
 

田
村
辰
弥 

 
 

 
 

 

久
右
衛
門
子 

 
 

 
 

 

曽
我
荘
蔵 

 
 

 
 

 

庄
兵
衛
子 

 
 

 
 

 
 

沢
田
信
右
衛
門 

 
 

 
 

 

市
兵
衛
子 

 
 

 
 

 
 

飯
尾
為
次
郎 

 
 

 
 

 

次
郎
兵
衛
子 

 
 

 
 

 

加
藤
友
五
郎 

 
 

 
 

 

次
郎
左
衛
門
子 

 
 

 
 

白
井
素
助 

 
 

 
 

 

清
兵
衛
子 

 
 

 
 

 
 

猪
飼
只
五
郎 

 
 

 
 

 

荘
全
子 

 
 

 
 

 
 

 

菊
地
玄
碩 

 
 

 
 

 
 

 

弥
右
衛
門
子 

 
 

 
 

北
嶋
和
五
郎 

   
 

 
 

 

中
小
姓
格 

並 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
小
姓
並 

 

御
下
屋
敷 

金
七
両
三
人
扶
持 

 

扶
持
方
渡 

 
 

 

小
川
岩
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

樹
木
方 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
小
姓
並 

金
七
両
三
人
扶
持 

 
 

上
様
附 

 
 

 

福
嶋
市
右
衛
門 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
小
姓
並 

金
五
両
三
人
扶
持 

 

御
下
屋
敷 

 
 

 

木
村
久
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内
廻
り 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

芳
寿
院
様
附 

六
両
三
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 

● 
 

山
本
重
左
衛
門 

六
両
三
人
扶
持 

 
 

台
所
人 

 

● 
 

平
井
喜
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
小
姓
並 

四
石
弐
人
扶
持 

 
 

御
書
方
見
習 

 
 

小
宮
山
槌
蔵 

五
両
弐
人
扶
持 

 

見
付
番 

中
小
姓
並 

岡
伴
次
郎 

七
石
三
人
扶
持 

 
 

台
所
人 

 
 

 
 

岡
田
兵
七 

七
両
三
人
扶
持 

 
 

お
喜
井
様
付
● 

 

八
木
友
右
衛
門 

三
百
目
三
人
扶
持 

御
部
屋
重
り 

 
 

 

高
野
清
助 

七
両
三
人
扶
持 

 

見
附
番 

 
 

 
 

 

佐
藤
治
右
衛
門 

米
七
石
弐
人
半
扶
持 

中
小
姓
並 

見
附
番 

清
水
忠
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
小
姓
並 

米
六
石
弐
人
半
扶
持 
御
扶
持
方
渡 
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郡
方
勘
定
人 

 
 

並
河
作
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
用
金
方
兼 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
小
姓
並 

米
五
石
弐
人
扶
持 

 

水
道
奉
行 

 
 

 

恒
見
万
太
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

帯
刀
様
御
附 

金
七
両
三
人
扶
持 

 

中
小
姓
並 

 
 

 

高
井
与
七 

金
六
両
三
人
扶
持 

 

御
台
所
人 

 
 

 

下
村
幸
次 

金
六
両
三
人
扶
持 

 
茶
道 

坊
主
頭 

 

竹
原
昌
知
久 

金
七
両
三
人
扶
持 

 
見
付
番 

 
 

 
 

松
井
忠
次 

米
七
石
三
人
扶
持 

 

山
廻
り
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

□
罷
在
□
方 

 
 

川
畑
郷
右
衛
門 

金
五
両
二
人
扶
持 

 

茶
道 

 
 

 
 

 

小
林
宗
丞 

金
六
両
二
人
扶
持 

 

日
記 

 
 

 
 

 

黒
野
元
右
衛
門 

銀
五
枚
二
人
扶
持 

 

医
師 

 
 

 
 

 
増
田
通
厚 

金
七
両
三
人
扶
持 

 

勘
定
人 

 
 

 
 

柴
崎
喜
太
夫 

   
 

 
 

歩
行
目
附 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
目
付 

七
両
三
人
扶
持 

 
 

 
 

● 
 

 
 

 

高
橋
幸
右
衛
門 

七
両
三
人
扶
持 

 
 

同 
 

 
 

 
 

 

岸 

益
次
郎 

七
両
三
人
扶
持 

 
 

 
 

同 
 

 
 

 

大
藪
九
郎
兵
衛 

七
両
三
人
扶
持 

 
 

 
 

同 
 

 
 

 

八
木
浅
八 

  
 

 

外
、
五
十
目
預
り 

弐
百
五
拾
目
弐
人
扶
持 

 

見
附
番 

 
 

池
尻
八
太
夫 

四
石
五
斗
弐
人
扶
持 

 
 

● 
 

 
 

 

河
合
玄
助 

弐
百
五
拾
目
弐
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 

小
沢
平
兵
衛 

弐
百
五
拾
目
弐
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 

谷
口
金
蔵 

弐
百
五
拾
目
弐
人
扶
持 

 

● 
 

 
 

 

見
目
甚
太
夫 

金
五
両
弐
人
扶
持 

 
 

 

● 
 

 
 

 

松
下
忠
左
衛
門 

弐
百
五
拾
目
二
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 

正
木
四
郎
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

歩
行
之
席 

米
六
石
二
人
扶
持 
 

 
 

物
書 

 
 

 

柴
田
幸
蔵 

銀
弐
百
五
拾
目
弐
人
扶
持 

歩
行 

 
 

 

小
沢
伊
三
次
郎 

銀
弐
百
五
拾
目
弐
人
扶
持 

歩
行 

 
 

 

杉
浦
五
市 

銀
弐
百
五
拾
目
弐
人
扶
持 

歩
行 

 
 

 

乾 

小
弥
太 

銀
弐
百
五
拾
目
弐
人
扶
持 

歩
行 

 
 

 

栗
岡
文
六 

銀
弐
百
五
拾
目
弐
人
扶
持 

歩
行 

 
 

 

伊
藤
只
次 

銀
弐
百
五
拾
目
弐
人
扶
持 

歩
行 

 
 

 

土
屋
重
三
郎 

銀
二
百
五
十
匁
弐
人
扶
持 

物
書 

 
 

 

檜
山
権
蔵 

銀
弐
百
五
拾
目
弐
人
扶
持 

歩
行
帳
付 

●
源
田
与
兵
衛 

銀
二
百
五
十
目
二
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

大
山
武
次 

銀
二
百
五
十
匁
二
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

松
岡
平
次 

銀
二
百
五
十
匁
二
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

桂
川
兵
左
衛
門 

米
六
石
二
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鈴
木
常
七 

銀
二
百
五
十
匁
二
人
半
扶
持 

 
 

 
 

 

安
井
郡
蔵 

金
四
両
弐
人
扶
持 

御
使
□
歩
行 

 
 

 

羽
鳥
清
五
郎 

金
五
両
弐
人
扶
持 

御
使
兼
御
馬
方 

 
 

植
村
観
次 

   
 

 

歩
行
並 

六
両
三
人
扶
持 

 

郡
方
勘
定
人 

 
 

 

河
井
六
右
衛
門 

三
両
三
人
扶
持 

 

山
廻
り 

歩
行
並 

 

中
西
伴
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

茶
道
● 

四
両
弐
人
扶
持 

 

坊
主
頭 

歩
行
並 

 

山
口
友
八 

弐
百
目
弐
人
扶
持 

会
所
勤 

歩
行
並 

 

奥
野
八
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

女
中
賄
方
錠
口
番
兼 

三
両
弐
人
扶
持 

 

歩
行
並 

 
 

 
 

 

内
田
茂
兵
衛 

五
両
三
人
扶
持 

 

細
工
人 

同 
 

 
 

上
田
良
七 

金
四
両
弐
歩
弐
人
扶
持 

歩
行
並 

御
帳
附
● 

山
口
丈
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

奥
様
附 

金
三
両
弐
歩
三
人
扶
持 

同 
 

 
 

 

● 

佐
藤
友
左
衛
門 
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御
廣
式
番 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

金
四
両
三
人
扶
持 

 

御
下
屋
敷 

 
 

●
内
嶋
谷
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内
外
と
り
下
目
付
兼 

 
 

 
 

 
 

 
 

鍵
小
奉
行 

四
両
弐
人
扶
持 

 

物
書 

 
 

 
 

 
 

小
曽
根
権
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 

 
 

 
 

 
 

 
 

奥
様
付 

四
両
弐
人
扶
持 

 

同 
 

 

● 
 

 
 

市
川
弥
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
廣
式
番 

 
 

 
 

 
 

 
 

歩
行
並 

四
両
弐
人
扶
持 

 

物
書 

 
 

 
 

● 

山
田
良
助 

五
両
弐
人
扶
持 

 

扶
持
方
渡 

 
 

 
 

中
西
喜
太
夫 

五
石
弐
人
半
扶
持 

歩
行
並 

扶
持
方
渡 
坂
口
喜
左
衛
門 

四
両
弐
人
扶
持 

 

芳
□
□
様 

歩
行
並 

 
 

 
 

 
 

 
 

料
理
人 

 
 

 

● 

布
留
川
甚
助 

五
石
弐
人
扶
持 

 

歩
行
並 

 
 

 
 

 
 

 
 

見
付
番 

 
 

 
 

 

清
水
村
右
衛
門 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

歩
行
並 

一
米
六
石
三
人
扶
持 

 
 

大
工 
 

 
 

中
村
次
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

一
金
三
両
弐
人
扶
持 

 
 

見
付
番 

 
 

小
串
藤
九
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

金
四
両
二
人
扶
持 
 

 
 

見
附
番 

 
 

山
田
才
次 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

金
方 

金
四
両
二
人
半
扶
持 

 
 

勘
定
人 

 
 

寺
本
和
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

三
両
弐
人
扶
持 

 
 

 
 

料
理
人 

● 

池
谷
五
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

庖
丁
代
弐
両 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

金
四
両
弐
人
扶
持 

 
 

 

物
書 

 
 

 

三
ヶ
山
庄
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

下
屋
敷 

歩
行
並 

金
三
両
二
歩
三
人
扶
持 

扶
持
方
渡 

 
 

久
保
友
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

樹
木
方 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

金
三
両
弐
歩
三
人
扶
持 

御
広
敷
番 

● 

土
田
要
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

茶
道 

金
四
両
二
人
扶
持 

 
 

 

坊
主
小
頭 

 

小
川
勘
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

金
四
両
二
人
扶
持 

 

留
守
居
下
役 

 
 

中
田
理
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

役
金
二
両
ツ
ゝ 

金
四
両
弐
人
扶
持 

 
 

茶
道 

歩
行
並 

越
知
扇
斗 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

銀
二
百
五
十
匁
二
人
半
扶
持 

普
請
小
奉
行 

富
田
十
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

米
七
石
弐
人
半
扶
持 

 

普
請
小
奉
行 

 
 

竹
村
儀
平
太 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

金
三
両
弐
人
扶
持 

 
 

 

金
方 

勘
定
人 

清
水
俊
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

金
四
両
弐
人
扶
持 

 
 

 

無
方 

渡
方
● 

濱
田
藤
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

銀
二
百
五
十
匁
弐
人
扶
持 

小
屋
奉
行 

 

南
岡
藤
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
奉
行
兼 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

米
七
石
弐
人
半
扶
持 

 
 

普
請
小
奉
行 

三
上
喜
多
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

金
三
両
三
人
扶
持 

 
 

 

見
付
番 

 
 

石
田
清
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

米
七
石
弐
人
扶
持 

 
 

 

見
付
番 

 
 

堀
江
□
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

金
四
両
弐
人
扶
持 

 
 

 

物
書 

 
 

 

若
林
左
次 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

米
六
石
弐
人
扶
持 

 
 

 

台
□
方 

 
 

上
村
多
七 



                      10 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

米
四
石
弐
人
扶
持 

元
〆
方 

勘
定
人 

 

小
曽
根
林
次 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

金
四
両
弐
人
扶
持 

 
 

 

会
所
渡
方 

 

山
本
要
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歩
行
並 

金
四
両
弐
人
扶
持 

 
 

 

大
学
様
付 

 

長
濱
立
兵
衛 

 

銀
百
八
十
匁
弐
人
扶
持 

坊
主
組 

 
 

 

上
村
曽
平 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

坊
主
組 

金
三
両
弐
人
扶
持 

坊
主
組 
道
具
代
弐
両 

● 

木
村
五
兵
衛 

銀
百
八
拾
目
弐
人
扶
持 

帯
刀
様
附 

● 

山
下
千
次 

米
壱
石
六
斗
弐
人
扶
持 

御
土
蔵
番 

 
 

高
屋
宇
右
衛
門 

銀
百
八
十
匁
弐
人
扶
持 

坊
主
組 

 
 

 

久
保
友
嘉 

米
二
石
二
斗
壱
人
半
扶
持 

時
々
太
鼓
打 
竹
嶋
太
兵
衛 

 

前
□
之
通
、
四
人
へ
相
成
、
御
宛
行
右
之
通 

米
壱
石
弐
斗
壱
人
半
扶
持 

太
鼓
打 

 
 

小
瀧
仁
兵
衛 

銀
百
八
拾
目
弐
人
扶
持 

坊
主
組 

大
工 

上
田
文
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
土
蔵
番 

銀
百
八
十
匁
弐
人
扶
持 

坊
主
組 

 
 

 

内
田
茂
七 

銀
百
八
十
匁
弐
人
扶
持 

坊
主
組 

 
 

 

中
村
定
助 

銀
百
八
十
匁
弐
人
扶
持 

坊
主
組 
 

 
 

氏
原
和
全 

銀
百
八
十
匁
弐
人
扶
持 

同 
 

 
 

 
 

原
沢
忠
八 

銀
百
八
十
匁
弐
人
扶
持 

同 
 

 
 

 
 

土
田
関
斎 

銀
百
八
十
匁
弐
人
扶
持 

同 
 

 
 

 
 

山
本
平
助 

銀
百
八
十
匁
弐
人
扶
持 

同 
 

 
 

 
 

下
村
新
弥 

金
三
両
弐
歩
弐
人
扶
持 

坊
主
組
見
習 

 

高
角
杢
助 

銀
百
八
拾
目
弐
人
扶
持 

坊
主
組
見
習 

 

高
角
兎
船 

銀
八
拾
目
弐
人
扶
持 

 

坊
主
組
見
習 

 

向
井
佐
古 

  
 

 

御
目
見
無
之
小
役
人 

米
七
石
弐
人
半
扶
持 

 

足
軽
目
付 

 
 

小
山
儀
平 

米
七
石
弐
人
半
扶
持 

 

同 
 

 
 

 
 

市
村
徳
太
夫 

米
七
石
弐
人
半
扶
持 
 

同 
 

 
 

 
 

久
保
田
嘉
太
夫 

金
三
両
二
歩
弐
人
半
扶
持 

同 
 

 
 

 

酒
井
新
六 

金
三
両
二
歩
弐
人
半
扶
持 

同 
 

 
 

 

沢
野
茂
八 

銀
二
百
目
二
人
半
扶
持 

中
間
頭 

か
こ
頭 

坂
口
太
次
兵
衛 

金
三
両
弐
歩
弐
人
半
扶
持 

中
間
頭 

 
 

藤
本
茂
右
衛
門 

金
四
両
三
人
扶
持 

 

中
間
頭 

か
こ
頭 

小
山
半
兵
衛 

銀
二
百
目
弐
人
半
扶
持 

 

同 
 

 
 

 

佐
藤
善
次
郎 

金
三
両
弐
歩
弐
人
扶
持 

買
使 

 
 

 
 

藤
本
玄
蔵 

金
三
両
弐
歩
弐
人
扶
持 

 

同 
 

 
 

 

佐
藤
う
の
助 

金
三
両
三
歩
二
人
扶
持 

火
奉
行 

 

● 

高
田
藤
右
衛
門 

金
三
両
弐
人
扶
持 

 

御
土
蔵
番 

 
 

 

奥
田
長
右
衛
門 

銀
百
八
十
匁
弐
人
扶
持 

出
居
方 

 
 

 

橋
長
甚
助 

五
石
弐
人
扶
持 

 
 

 

出
居
番 

 
 

 

桐
山
團
之
右
衛
門 

五
石
弐
人
扶
持 

 
 

 

右
同 

 
 

 
 

市
岡
團
六 

米
五
石
弐
人
扶
持 

 
 

大
工 

 
 

 
 

梅
薗
九
兵
衛 

金
四
両
弐
人
扶
持 

 
 

大
工 

 
 

 
 

常
見
庄
蔵 

弐
百
四
拾
匁
弐
人
扶
持 

や
ね
方 

 
 

 

梅
田
五
兵
衛 

五
両
三
人
扶
持 

大
工 

道
具
代
金
弐
両 

原
沢
与
右
衛
門 

金
四
両
弐
人
扶
持 

 
 

右
同 

● 
 

 

星
野
伊
兵
衛 

米
五
石
弐
人
扶
持 

役
筋
格
式
御
取
上
ヶ 

山
口
重
兵
衛 

銀
百
八
拾
目
弐
人
扶
持 

左
官 

 
 

 
 

南
岡
厳
七 

銀
百
八
拾
目
弐
人
扶
持 

大
工
見
習 

 
 

北
村
弁
之
助 

弐
百
四
拾
匁
弐
人
扶
持 

同 
 

 
 

 
 

梅
田
定
七 

壱
人
扶
持 

 
 

 
 

 

右
同 

 
 

 
 

上
田
源
次 

 

三
両
弐
歩
弐
人
扶
持 

厩
小
頭 

 
 

 

森
元
樫
右
衛
門 

 

弐
百
匁
弐
人
扶
持 

 

厩
小
頭 

 
 

 

辻 

茂
八 

  
 

 
京
屋
敷 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

歩
行
席
植
村
官
次
之
次 

金
四
両
弐
人
扶
持 

 

京
扶
持
方
渡
し 

 

宮
本
小
六 

米
五
石
弐
人
扶
持 

 

物
書 

 
 

 
 

 

清
水
金
平 

百
八
拾
目
壱
人
扶
持 
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 

足
軽
三
人 
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百
三
拾
目
壱
人
扶
持 

花
畑 

 
 

 
 

 

庄
九
郎 

壱
貫
弐
百
目
六
拾
目 

 
 

 
 

 
 

 
 

京
中
間
拾
人 

 
内
一
人
ハ
百
弐
拾
六
匁
ツ
ゝ 

 
 

弐
人
ハ
駕
籠
之
者
、
股
引
代
拾
六
匁 

一
米
八
拾
八
石 

 
 

 
 

 
 

小
森
三
郎
左
衛
門
組 

三
拾
壱
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長
谷
川
甚
平 

 
 

御
先
手
組
小
頭
七
石
三
人
扶
持 

 
 

平
六
石
弐
人
扶
持
拾
壱
人 

 
 

御
旗
組
五
石
弐
人
扶
持
三
人 

 
 一

米
六
拾
九
石
三
計 

 
 

 
猪
瀬
浅
右
衛
門
組 

 

弐
拾
五
人
扶
持 

 

七
石
三
斗
三
人 

 

中
西
六
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

扶
持
小
頭
壱
人 

 
 

小
頭
■
拾
壱
人 

四
石
弐
人
扶
持 

 
定
番
弐
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
石
弐
人
扶
持 

 

平
九
人 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
津
宇
兵
衛
組 

一
右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

梅
薗
亀
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

橋
本
文
太
夫
組 

一
右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

芥
河
清
太
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

長
束
弥
七
右
衛
門
組 

一
右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

瀧
山
平
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

堀
内
半
右
衛
門
組 

一
右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

河
合
仁
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

柘
植
太
郎
丞
組 

一
右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

荒
木
茂
太
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

沢
路
武
兵
衛
組 

一
右
同 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

片
山
林
右
衛
門 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
倉
藤
左
衛
門
組 

一
右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

伊
藤
四
郎
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

田
中
与
一
右
衛
門
組 

一
右
同
断 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
河
原
富
太
輔 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡 

伊
八
郎
組 

一
右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
濱
藤
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

菊
田
杢
右
衛
門
組 

一
右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

浅
田
治
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

竹
内
五
助
組 

一
金
四
十
五
両 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

米
田
忠
右
衛
門 

 

三
十
人
扶
持 

 
 

小
頭
壱
人
三
両
弐
歩
三
人
扶
持 

 
 

部
屋
預
壱
人 

三
両
壱
歩
弐
人
扶
持
ツ
ゝ 

 
 

平 

壱
人 

 
 

三
両
弐
人
扶
持
ツ
ゝ 

 

十
一
人 

 
 

弐
両
壱
人
扶
持 

 
 

 

壱
人 

 
 

壱
歩
弐
朱
部
屋
預
色
々
墨
代 

  
 

 
 

 
 

 

芥
川
文
左
衛
門
組 

一
米
六
拾
八
石
三
斗 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
野
与
惣
右
衛
門 

 

弐
拾
七
人
扶
持 

 
 

七
石
三
斗
三
人
扶
持 

小
頭
壱
人 

 
 

七
石
弐
人
扶
持 

勘
定
人
壱
人 

 
 

四
石
弐
人
扶
持 

定
番
壱
人 

 
 

五
石
弐
人
扶
持 

平
拾
人 

 
 

 
 

 

小
頭
共
拾
三
人 

 

一
米
七
拾
三
石
三
斗 

 

佐
竹
甚
右
衛
門
組 

 

弐
拾
九
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宮
本
仁
右
衛
門 

 
 

七
石
三
斗
三
人
扶
持 

小
頭
壱
人 

 
 

七
石
弐
人
扶
持 

勘
定
人
壱
人 

 
 

四
石
弐
人
扶
持 

定
番
壱
人 

 
 

五
石
弐
人
扶
持 

平
拾
壱
人 

 
 

 
 

小
頭
共
拾
四
人 
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米
弐
拾
弐
石
三
斗 

 

曽
我
久
太
夫
組 

九
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

成
合
佐
五
右
衛
門 

 
 

 
 

 

七
石
三
人
扶
持
小
頭
壱
人 

 
 

 
 

 

五
石
弐
人
扶
持
平
三
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
頭
共
四
人 

  
 

 
 

郷
足
軽 

拾
六
石
壱
斗 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

郷
足
軽
小
頭
八
人 

廿
五
石 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

郷
足
軽
弐
百
五
拾
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

冠 

弐
拾
五
人
内 

 
 

廿
一
人 
野
中
村 

 
 

中
村
平
七
組 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
人 

 

辻
子
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
郷 

弐
拾
五
人
内 

 
 

十
五
人 

川
久
保
村 

 
荒
木
太
郎
助
組 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
人 

 

大
沢
村 

 

弐
拾
五
人
内 

 
 

十
五
人 

泉
原
村 

 

壱
人 

生
保
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
人 

 

銭
原
村 

 

壱
人 

佐
保
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
人 

 

大
岩
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
ヶ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
出
治
門
組 

 

弐
拾
五
人 

 

粟
生
不
残 
 

 

五
ヶ 

岡 

仁
兵
衛
組 

 
 

 
 

 

弐
拾
八
人 

粟
生
村 

七
人 

泉
原
村 

 
 

 
 

 

五
人 

下
音
羽
村 

 

六
人 

佐
保
村 

 

五
ヶ 

五
拾
人
内 

壱
人 

千
提
寺
村 

 

壱
人 

安
本
村 

 
 

岡 

七
郎
右
衛
門
組 

 
 

 
 

 

壱
人 

大
岩
村 

 
 

壱
人 

車
作
村 

   
 

 
 

 
 

 
 

弐
拾
四
人 

犬
甘
野
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
人 

寺
田
村 

九
人 

柚
条
村 

五
拾
人
内 

 
 

 

五
人 

笑
路
村 

三
人 

湯
谷
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
人 

 

神
地
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
二
人 

南
掛
村 

三
人 

万
願
寺
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

丹
波
組 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長
沢
喜
内
組 

 

一
弐
拾
五
人
内 

 

三
人 

大
槻
并
村 

 

石
田
佐
太
夫
組 

 
 

 
 

 
 

 
 

[
 

 
 

 
 

]
 

 

弐
拾
五
人
内 

 
 

十
六
人 

寺
村 

 

丹
州 

 
 

 
 

 
 

 
 

弐
人 

 

中
村 

 
 

并
河
源
左
衛
門
組 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
人 

法
貴
村 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

外
ニ
江
戸
詰 

 
 

詰
之
内
壱
人
ニ
て 

百
三
拾
目
壱
人
半
扶
持
宛 

 

壱
人
扶
持
増 

 
 

相
勤
候
付
、
半
扶
持
ニ
増 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

役
差
四
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
拾
匁
ツ
ゝ
江
戸
増
被
下
候 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

江
戸
株 

 
 

 

高
槻 

拾
六
貫
四
百
四
拾
目 

 
 

壱
人
百
匁
ツ
ゝ 

 

中
間
百
拾
壱
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

外
ニ
七
拾
匁
村
増
銀 

 

九
百
目 

 

壱
人
百
目
ツ
ゝ 

旅
役
不
仕 

 
 

中
間
九
人 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
御
丸
掃
除
人 

百
七
拾
目
壱
人
半
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

市
平 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

壱
人
五
両
弐
歩 

四
拾
四
両
拾
六
人
扶
持 

 
 

弐
人
扶
持
ツ
ゝ 

駕
籠
者
八
人 

 

九
百
目 
壱
人
ニ
付
七
拾
五
匁
ツ
ゝ 

下
番
拾
弐
人 

 

百
四
拾
壱
人
扶
持 
大
坂
買
物
役 

 
 

 
 

 

伊
兵
衛 
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一
金
百
八
十
九
両 

 
 

上
総
中
間 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
拾
四
人 

 
 

 

役
差
壱
人
弐
両
弐
歩
弐
朱 

 
 

 
平
弐
両
壱
歩
又
ハ
右
之
高
よ
り
少
ク
申
候 

 
 

 
有
之
由 

 
 

右
之
内 

 
 

 

御
下
屋
敷 

 

九
人 

 
 

 

御
中
屋
敷 

 
弐
人 

 
 

 

御
厩 

 
 

 
八
人 

 

一
金
六
両
三
歩 

 

御
下
屋
敷
夜
番 

 

三
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
弐
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
々
木
下
番 

 
壱
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

弐
両
壱
歩 

 

一
金
九
両
三
歩 

 

厩
中
間 

 

四
人 

 

四
人
扶
持 

 
 

 

部
屋
預
壱
人 

金
三
両 

  
 

 

隠
居 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

神
谷
古
暦 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

片
岡
観
都 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
竹
残
築 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鷲
見
遊
静 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

海
北
遊
静 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

服
部
惣
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

稲
垣
忠
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

上
野
甚
之
丞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

竹
村
仙
良 

三
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

牧 

矢
柄 

二
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
池
治
快 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

栗
岡
休
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
井
産
際 

弐
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

沖
田
竹
翁 

弐
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
野
善
右
衛
門 

壱
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

武
井
休
弥 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

服
部
祖
翁 

 

三
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
川
良
助 

五
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

坪
井
宗
三 

三
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

望
月
孫
四
郎 

妻 

弐
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
川
浅
左
衛
門 

後
家 

壱
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

涌
野
嘉
内 

母 

三
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
井
左
文 

妻 

三
人
扶
持 

 

米
ニ
而
三
石 

 
 

 

福
田
蔵
右
衛
門 

妻 

 
 

 
 

 
 

御
預
り 

壱
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

伴
野
宗
弥 

壱
人
扶
持 

 

十
五
歳
迄 

 
 

 
 

廣
瀬
文
蔵
娘
一
人 

五
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

重
崎
向
当 

壱
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

橋
本
清
兵
衛 

後
家 

壱
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

田
渕
伊
兵
衛 

後
家 

壱
人
扶
持 

 

弥
市
倅 

 
 

 
 

 

堀 

源
助 

壱
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

茨
木
我
平 

母 

米
八
斗 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

刀
屋 

勘
助 

米
壱
石 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
亀
屋 

干
太
郎 

壱
人
扶
持 

 

休
足 

 
 

 
 

 
 

辻
八
左
衛
門 

壱
人
扶
持 

 

休
足 

 
 

 
 

 
 

入
江
弥
左
衛
門 

 
 

 
 

 

小
倉
藤
左
衛
門
方
ニ 

弐
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

罷
在
候 

大
橋
助
右
衛
門 

母 
五
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
町
立
徹 

壱
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
西
弥
五
兵
衛 

後
家 

十
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

万
屋
勘
兵
衛 

五
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

氷
室
山 

観
音
寺 

拾
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

● 

松
崎
屋
太
郎
兵
衛 

拾
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

● 

万
屋
嘉
兵
衛 



                      14 

三
拾
俵 

外
ニ
餅
米
四
斗 

 
 

 
 

 
 

清
光
院 

拾
四
石 

七
月
四
石 

極
月
拾
石 

 
 

 

悲
田
院 

米
拾
俵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
野
屋
八
兵
衛 

米
拾
俵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

熊
野
屋 

彦
兵
衛 

米
五
拾
俵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
野
屋 

長
太
郎 

三
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

和
田
義
軒 

米
五
拾
俵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
野
屋 

三
郎
右
衛
門 

弐
拾
俵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
野
屋 

伊
兵
衛 

弐
拾
俵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

多
田
屋 

彦
右
衛
門 

六
石 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

甲
賀 

東
大
寺
左
衛
門 

壱
石
六
斗 

御
使
者
聞
船 

損
料
被
下
候 

大
塚
村 

壱
石
六
斗 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
塚
町
庄
屋
共
江 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
号
ニ
被
下
之 

三
斗
六
升 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
槻
村
舛
取 

又
左
衛
門 

拾
俵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

尼
屋 

九
兵
衛 

弐
石 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

枚
方
本
陣 

善
兵
衛 

八
斗 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

竹
屋 

十
三
郎 

一
壱
石
弐
斗 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
屋 

庄
三
郎 

 

壱
石
弐
斗 

是
ハ
馬
宿
此
□
付
被
下 

八
斗 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
塚
町
庄
屋 

利
左
衛
門 

壱
石 

 

京
都
火
事
表 

 
 

 
 

 
 

 

日
用
肝
煎
五
人 

七
俵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鴻
巣 

勝
願
寺 

米
拾
俵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鹿
嶋
屋 

利
兵
衛 

米
弐
拾
俵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

橘
屋 

七
左
衛
門 

三
拾
俵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

桔
梗
屋 

伊
兵
衛 

弐
石
弐
斗 

 

高
槻
村
庄
屋 

 
 

 
 

 

忠
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

天
川
村
庄
屋 

 
 

 
 

 

喜
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

大
沢
村
庄
屋 

 
 

 
 

 

三
右
衛
門 

百
五
拾
三
石
四
升
弐
合
六
夕 

 
 

 
 

 

村
庄
屋
給 

六
石
八
斗[

 
 

 
 
]
 

 
 

 
 

 
 

 

浄
圓
寺 

米
五
斗 

毎
暮
被
成
下
候 

 
 

 
 

 
 

大
塚
村 

半
三
郎 

三
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

柏
屋 

●
弁
吉 

十
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

● 

二
見
屋
庄
九
郎 

拾
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

河
内
屋 

勘
兵
衛 

六
斗 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
ヶ
庄
・
丹
波
四
箇
之
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

納
米
扶
持 

弐
石 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

番
田
組
も
か
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

人
足
扶
持 

三
石
四
斗
五
升 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

類
族
江
被
下
候 

  
 

 
 

 
 

 
 

右
両
人
掛
屋 

 

紙
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
番
ニ
相
勤
候 

 
 

 
 

八
郎
次 

五
人
扶
持 

 
 

 

先
年
被
仰
付
候 

丹
波
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

依
之
隔
年
ニ
相
勤 

 
 

 

仁
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

申
候
方
へ
被
成
下
候 

 

四
百
石 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

● 

出
喜
井
様 

 

米
八
拾
七
石
五
斗 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

芳
寿
院
様 

 

弐
百
石 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

● 

大
学
様 

 

米
弐
百
俵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

於
栄
様 

 

十
五
人
扶
持 

 

衣
服
料 

 
 

 
 

 
 

 

銀
十
枚 

 
 

 
 

 
 

於
東
様 

 

現
米
弐
拾
石 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

阿
野
女
将
様 

 
十
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
重
崎
殿 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寿
姫
様
分 

一
米
百
五
十
石 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
知
行
米 

一
銀
弐
貫
九
百
五
十
匁 

 
 

 
 

 
 

 

女
中
切
符 
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一
十
四
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
扶
持
米 

一
金
三
十
両 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
小
遣 

一
銀
六
百
五
十
匁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
間
切
符 

一
五
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同
扶
持
方 

一
弐
人
扶
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
附
衆
上
之
分 

 

米
直
シ
合
弐
万
五
十
三
石
九
斗
四
升
六
合 

 
 

 
 

 

但
シ
金
六
十
匁
か
へ 

 
 

 
 

 
 

 
銀
壱
石
ニ
付
六
十
匁
か
へ
積 

 
 

内 

 
 

 

御
出
米
三
十
壱
石
七
斗
四
升
三
合 

 
 

 

残
り
御
取
米
弐
百
二
十
壱
石
弐
斗
三
合 

 

知
行
高 

一
万
四
千
二
百
石 

扶
持
高 

千
四
百
九
十
人
半 

金
千
両
五
十
二
両
二
歩 

銀
十
九
貫
九
十
目 

米
四
百
十
石
五
斗
六
升 

俵
二
百
廿
七
俵 

  

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
分
限
帳
は
、
高
槻
藩
の
家
老
格
に
あ
た
る
高
階
家
に
伝
来
し
た

史
料
で
あ
る
。
前
号
で
概
要
を
述
べ
た
が
、
半
横
帳
形
式
で
、
家
臣
名
と
役
職
・
家
禄

を
記
し
た
短
冊
状
の
紙
片
を
貼
り
付
け
た
台
帳
で
あ
る
。
こ
れ
は
家
臣
名
や
役
職
が
代

わ
る
と
、
貼
り
替
え
た
り
、
追
加
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
作
成
年
代
は

未
詳
で
あ
る
が
、
表
紙
裏
に
後
筆
で
「
宝
暦
十
一
年
ヨ
リ
（
以
下
略
）
」
や
帳
面
中
ほ

ど
に
「
天
保
二
辛
卯
（
以
下
略
）
」
な
ど
の
貼
り
紙
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
中

後
期
に
わ
た
っ
て
、
高
階
家
の
手
控
え
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
●
印
は
、

家
格
と
し
て
低
禄
で
あ
る
が
有
能
で
要
職
に
就
い
た
場
合
に
「
役
料
」
が
支
給
さ
れ
た

者
を
指
す
。 

さ
て
、
今
回
掲
載
し
た
部
分
は
、
城
内
に
お
い
て
藩
主
や
奥
方
の
身
の
回
り
の
庶
務

を
司
る
役
職
の
納
戸
や
右
筆
、
供
頭
か
ら
、
足
軽
組
や
お
抱
え
の
商
人
、
藩
主
菩
提
寺

ま
で
多
岐
に
及
ぶ
。 

 

納
戸
以
下
、
歩
行(

か
ち)

目
附
・
歩
行
並
ま
で
は
、
天
坊
幸
彦
氏
の
「
高
槻
藩
の
職

制
図
」（
２
）
に
お
い
て
勝
手
方(

奥
方)

の
用
人
格
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
御
刀
番
や
医

師
・
台
所
人
・
料
理
人
・
茶
道
な
ど
を
担
っ
た
。
歩
行
並
の
な
か
に
は
「
坊
主
組
」
と

称
す
る
役
職
の
者
が
多
い
。
こ
れ
は
一
般
的
に
「
茶
坊
主
」
と
呼
ば
れ
る
職
で
、
藩
主

の
取
次
ぎ
や
文
字
ど
お
り
湯
茶
の
接
待
に
あ
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

本
分
限
帳
で
は
足
軽
組
の
編
成
の
記
載
が
詳
し
い
。
小
森
三
郎
左
衛
門
組
や
猪
瀬
浅

右
衛
門
組
な
ど
十
六
組
が
存
在
し
、
組
内
は
組
頭
を
筆
頭
に
、
小
頭
・
勘
定
人
・
定
番
・

平
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
郷
足
軽
も
確
認
で
き
る
。
郷
足
軽
と

は
普
段
は
農
業
に
従
事
し
、
非
常
時
に
足
軽
と
し
て
出
陣
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の

で
あ
る
。
藩
は
領
内
の
村
々
を
六
組
に
区
分
し
年
貢
の
受
払
い
や
触
書
の
伝
達
な
ど
を 

行
っ
て
い
た
。
郷
足
軽
は
組
単
位
で
配
置
し
、
高
槻
・
上
郷
・
冠
・
鳥
飼
・
五
箇
庄
・

丹
波
の
六
組
の
う
ち
、
上
郷
・
冠
・
五
箇
庄
・
丹
波
の
四
組
に
郷
足
軽
を
置
き
、
総
人

数
二
百
五
十
人
で
あ
っ
た
。 

帳
末
部
分
で
は
、
刀
屋
勘
助
や
三
亀
屋
干
太

郎
、
万
屋
嘉
兵
衛
な
ど
屋
号
を
も
つ
お
抱
え
の

商
人
が
複
数
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、

永
井
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
悲
田
院(

京
都
市)

や
清
光
院(

東
京
都)

、
祈
祷
寺
と
さ
れ
た
観
音

寺(

高
槻
市
氷
室)

に
扶
持
米
が
与
え
ら
れ
て

い
る
。 

全
体
を
通
じ
て
藩
か
ら
扶
持
米
を
支
給
さ

れ
た
対
象
者
は
多
岐
に
わ
た
り
、
多
種
の
職
制

が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
本
分
限
帳
が

高
槻
藩
の
家
臣
団
編
成
や
職
制
に
関
す
る
研

究
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
期
し
た
い
。 

 
【
註
】 

（
１
）
こ
の
ほ
か
、
江
戸
時
代
前
期
の
高
槻
藩
分
限
帳
に
つ
い
て
は
、
「
高
槻
藩
永
井
家
の
分
限
帳
に
つ

い
て
」（『
し
ろ
あ
と
だ
よ
り
』
第
６
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
）
、「
史

料
紹
介 

高
槻
藩
永
井
家
の
分
限
帳
『
御
当
家
古
分
限
帳
』
に
つ
い
て
」
（
『
し
ろ
あ
と
だ
よ
り
』
第

８
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
）
で
翻
刻
・
紹
介
し
た
。 

（
２
）『
高
槻
市
史
』
第
二
巻
本
編
Ⅱ
（
一
九
八
四
年
、
高
槻
市
）
。
天
坊
幸
彦
氏
の
図
示
し
た
「
高
槻

藩
の
職
制
」（
『
高
槻
通
史
』
）
を
引
用
す
る
。 

 

高槻藩分限帳：足軽組の記載部分 

（高階家文書、しろあと歴史館蔵） 
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歌
舞
伎
「
名
作
切
籠
曙
」
と
「
高
槻
の
刃
傷
事
件
」
に
つ
い
て 

清
水 

亜
弥 

 

は
じ
め
に 

 

歌
舞
伎
「
名
作
切
籠
曙(

め
い
さ
く
き
り
こ
の
あ
け
ぼ
の)

」
は
、
享
和
元
年(

一
八
〇
一)

に
大
坂
道
頓
堀
の
中
之
芝
居
で
初
演
さ
れ
た
演
目
で
あ
る
。
こ
の
「
名
作
切
籠
曙
」
は
、

舞
台
を
京
都
の
伏
見
と
設
定
し
て
い
る
も
の
の
、
実
は
高
槻
で
発
生
し
た
刃
傷
事
件
を

元
に
創
作
さ
れ
た
脚
本
で
あ
っ
た
。
当
時
の
人
々
は
そ
れ
を
承
知
し
て
い
た
が
、
現
代

は
ほ
と
ん
ど
上
演
さ
れ
な
い
演
目
で
あ
り
、
そ
の
関
連
性
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
ら
れ

る
こ
と
は
少
な
い
。
本
稿
で
は
、
「
名
作
切
籠
曙
」
と
そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
さ
れ

る
高
槻
で
の
刃
傷
事
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
行
研
究
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
二
つ
が
本
当
に
結
び
つ
く
の
か
、
ま
た
相
違
点
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。 

 

一 

「
名
作
切
籠
曙
」
と
は 

最
初
に
、
「
名
作
切
籠
曙
」
の
登
場
人
物
と
あ
ら
す
じ
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
以

下
は
渥
美
清
太
郎
編
『
日
本
戯
曲
全
集
』
第
九
巻
に
よ
る(

１)

。
主
な
登
場
人
物
は
、

染
物
屋
の
娘
の
樽
屋
お
せ
ん
、
若
殿
鷹
津
左
市
郎
、
若
党
里
見
伊
助
で
あ
る
。 

 

樽
屋
お
せ
ん
は
、
奉
公
に
上
が
っ
た
先
で
若
殿
に
見
初
め
ら
れ
恋
仲
と
な
っ
て
い
た
。

取
り
持
っ
た
の
は
お
せ
ん
と
昔
馴
染
み
の
若
党
・
伊
助
で
あ
る
。
第
一
幕
の
「
長
岡
天

神
社
の
場
」
で
は
、
お
せ
ん
が
若
殿
の
子
を
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
伊
助
は

お
せ
ん
が
若
殿
の
も
と
へ
嫁
入
り
で
き
る
よ
う
尽
力
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
ま
た
、

若
殿
と
許
婚
の
松
江
姫
と
の
結
婚
を
妨
害
し
よ
う
と
す
る
家
臣
の
策
略
に
よ
り
、
結
納

の
証
と
な
る
家
宝
の
正
宗
の
刀
が
所
在
不
明
に
な
っ
て
お
り
、
伊
助
は
こ
れ
を
見
つ
け

出
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
る
。 

 

第
二
幕
で
は
、
伏
見
の
樽
屋
を
訪
れ
た
鷹
津
家
の
家
老
と
、
お
せ
ん
の
母
の
会
話
か

ら
、
若
殿
と
お
せ
ん
が
腹
違
い
の
兄
妹
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
伊

助
は
、
知
ら
ぬ
こ
と
と
は
い
え
二
人
の
仲
の
橋
渡
し
を
し
た
こ
と
の
責
任
を
感
じ
、
お

せ
ん
を
「
畜
生
道
へ
落
ち
る
罪(

兄
妹
で
恋
愛
し
た
者
の
罪)

」
か
ら
救
う
た
め
、
盆
踊
り

の
会
場
で
お
せ
ん
を
殺
害
し
、
自
分
も
自
害
を
遂
げ
て
演
目
は
終
わ
る
。
こ
の
時
、
盂

蘭
盆
会
に
飾
る
切
子
灯
篭
に
隠
さ
れ
て
い
た
正
宗
の
刀
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

劇
中
で
、
伊
助
は
お
せ
ん
を
殺
害
す
る
表
向
き
の
理
由
と
し
て
、
自
分
が
お
せ
ん
に

惚
れ
て
お
り
、
若
殿
の
と
こ
ろ
へ
嫁
ぐ
前
に
心
中
す
る
た
め
だ
と
告
げ
る
。
こ
う
し
た

部
分
は
、
元
と
な
っ
た
高
槻
の
刃
傷
事
件
が
、
色
恋
沙
汰
の
怨
恨
に
よ
る
娘
殺
し
と
考

え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
点
を
取
り
入
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

渥
美
清
太
郎
氏
は
、
「
名
作
切
籠
曙
」
の
解
題(

２)

で
、
「
そ
の
頃
、
高
槻
の
城
下
で

盆
踊
り
の
夜
、
娘
殺
し
の
惨
事
が
あ
っ
て
名
高
か
っ
た
」
と
述
べ
、
そ
の
事
件
に
他
の

狂
言
な
ど
か
ら
借
用
し
た
人
物
名
を
あ
て
が
い
、
脚
色
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
し
て
い

る
。
演
目
が
作
ら
れ
た
頃
と
近
い
時
期
に
あ
っ
た
事
件
で
あ
る
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
が
、

い
つ
発
生
し
た
、
ど
の
よ
う
な
事
件
で
あ
る
と
い
う
具
体
的
な
説
明
は
さ
れ
て
い
な
い
。 

渥
美
氏
は
、
主
要
人
物
の
一
人
で
あ
る
「
里
見
伊
助
」
が
元
々
そ
れ
以
前
か
ら
存
在

し
て
い
た
歌
舞
伎
狂
言
「
伏
見
京
橋
諍
実
録
」
の
登
場
人
物
で
あ
り
、
名
前
が
似
て
い

る
こ
と
か
ら
使
用
し
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
お
せ
ん
を
見
初
め
た
若
殿

の
名
前
が
「
鷹
津
左
市
郎
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
高
槻
」
を
暗
示
す
る
た
め
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
「
樽
屋
お
せ
ん
」
は
、
実
在
し
た
大
坂
天
満
の
樽
屋
の
女
房

で
、
姦
通
し
て
自
害
し
た
人
物
と
さ
れ
、
井
原
西
鶴
の
『
好
色
五
人
女
』(

貞
享
三
年
〔
一

六
八
六
年
〕
刊)

で
脚
色
さ
れ
て
世
間
に
広
ま
っ
た
。「
名
作
切
籠
曙
」
で
は
名
前
だ
け
を

借
り
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
渥
美
氏
は
触
れ
て
い
な
い
が
、「
名
作
切
籠
曙
」
の
台
本
の
表
書
き
に
は
、「
宝

永
年
中
伏
見
の
喧
嘩
聞
た
か
聞
た
か
月
は
十
六
夜
」
と
い
う
文
句
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
部
分
も
、
「
高
槻
」
を
想
像
さ
せ
る
た
め
の
も
の
だ
ろ
う
。 

渥
美
氏
に
よ
れ
ば
、
盆
踊
り
の
夜
の
娘
殺
し
と
い
う
情
景
は
い
か
に
も
歌
舞
伎
の
妙

所
を
掴
ん
だ
面
白
い
趣
向
で
あ
り
、
元
々
夏
を
舞
台
に
し
た
狂
言
が
少
な
か
っ
た
た
め

に
歓
迎
さ
れ
、
上
方
で
は
ほ
ぼ
毎
年
夏
に
上
演
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
江
戸
で
も
文
化
十

二
年(

一
八
一
五)

六
月
に
市
村
座
で
上
演
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
は
「
其
噂
色
聞
書(

そ

の
う
わ
さ
い
ろ
の
き
き
が
き)

」
と
い
う
題
名
に
変
え
た
と
い
う(

３)

。
『
大
歌
舞
伎
外
題

年
鑑
』(

４)

や
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
公
開
す
る
歌
舞
伎
・
浄

瑠
璃
等
興
行
年
表(

５)

を
見
て
も
、
主
に
大
坂
や
京
都
の
芝
居
小
屋
で
、
主
と
し
て
夏

に
上
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

上
方
で
発
行
さ
れ
た
錦
絵
、
「
上
方
絵
」
は
、
多
く
が
役
者
の
芝
居
姿
を
描
く
役
者

絵
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
と
さ
れ
る(

６)

。
上
方
で
人
気
の
歌
舞
伎
狂
言
で
あ
っ
た
「
名

作
切
籠
曙
」
の
場
面
を
描
い
た
上
方
絵
も
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
る
際

に
は
、
「
名
作
切
籠
曙
」
の
元
と
な
っ
た
高
槻
の
事
件
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、「
享
和
元
年(

一
八
〇
一)

の
前
年
に
起
こ
っ
た
、
色
恋
沙
汰
の
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遺
恨
か
ら
盆
踊
り
の
群
集
約
七
〇
人
を
巻
き
込
ん
で
の
大
喧
嘩
」(

７)

、「
お
せ
ん
と
い

う
名
の
娘
が
お
盆
の
頃
に
殺
さ
れ
た
実
際
の
事
件
を
も
と
に
し
て
お
り
」(

８)

と
い
う

よ
う
な
簡
単
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
高
槻
で
の
事
件
と
は
ど
う
い
っ
た
事
件

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
行
研
究
に
従
い
、
具
体
的
に
そ
の
内
容
を
確
認
し
た
い
。 

 

二 

盆
踊
り
の
夜
の
刃
傷
事
件 

高
槻
市
が
発
行
し
た
高
槻
の
歴
史
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
本
『
い
に
し
え
物

語
』
の
中
で
、
富
井
康
夫
氏
は
享
和
元
年(

一
八
〇
一)

七
月
の
旧
盆
に
、
城
下
で
催
さ

れ
た
盆
踊
り
の
最
中
に
起
こ
っ
た
刃
傷
事
件
を
紹
介
し
て
い
る(

９)

。
こ
の
『
い
に
し

え
物
語
』
は
、
市
史
編
纂
の
過
程
で
収
集
さ
れ
た
、
市
内
に
伝
わ
る
古
文
書
な
ど
を
資

料
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

『
い
に
し
え
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
高
槻
城
東
大
手
門
外
の
外
堀
東
側
、
本
町(

高
槻
小

学
校
の
西
側)

の
一
帯
に
は
、
外
堀
に
沿
っ
て
南
北
に
武
家
屋
敷
が
並
ん
で
い
た
が
、
そ

の
北
の
は
ず
れ
の
空
き
地
で
、
享
和
元
年(
一
八
〇
一)

七
月
十
六
日
に
盆
踊
り
が
行
わ

れ
た
。
し
か
し
深
夜
子
の
刻(

午
前
零
時)

、
踊
り
の
輪
の
中
に
刀
を
持
っ
た
男
が
突
如

飛
び
込
ん
で
、
相
手
か
ま
わ
ず
斬
り
か
か
り
、
捕
縛
に
向
か
っ
た
警
備
の
足
軽
ら
を
も

切
り
殺
し
た
と
い
う
。
男
は
郡
奉
行
・
関
又
兵
衛
配
下
の
足
軽
で
、
和
助
と
い
う
十
九

歳
の
若
侍
で
あ
っ
た
。
夜
明
け
頃
に
徒
歩
目
付
役
・
早
川
鍵
次
郎
が
取
り
押
さ
え
、
近

く
の
紙
屋
八
郎
次
の
家
の
中
庭
に
引
き
据
え
る
ま
で
に
、
多
く
の
死
傷
者
が
出
て
い
た
。

警
備
に
当
た
っ
て
い
た
足
軽
ら
四
人
が
死
亡
、
侍
四
人
・
侍
の
妻
女
な
ど
二
人
・
町
民

の
男
四
人
・
女
一
人
の
十
一
人
が
重
傷
、
侍
四
人
・
侍
の
妻
女
ら
六
人
、
侍
の
下
女
二

人
、
町
民
の
男
一
人
、
女
三
人
の
計
十
六
人
が
軽
傷
を
負
っ
た
と
い
う
。 

動
機
は
「
乱
心
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
の
様
子
か
ら
色
恋
沙
汰
の
怨
恨
と
考
え

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
和
助
は
、
武
士
と
し
て
の
切
腹
で
は
な
く
、
罪
人
と
し
て

打
ち
首
に
処
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
警
備
に
当
た
っ
て
重
軽
傷
を
負
っ
た
足
軽
全
員
が
解

雇
と
な
り
、
死
亡
し
た
足
軽
の
家
族
は
処
分
を
待
た
ず
に
長
屋
を
引
き
払
う
な
ど
、
藩

の
厳
し
い
処
分
が
行
わ
れ
た
事
件
だ
っ
た
と
い
う
。 

「
名
作
切
籠
曙
」
が
初
演
さ
れ
た
享
和
元
年(

一
八
〇
一)

と
同
年
に
、
盆
踊
り
の
夜

に
起
こ
っ
た
群
集
を
巻
き
込
ん
で
の
事
件
と
い
う
特
徴
か
ら
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
は

こ
の
事
件
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
色
恋
沙
汰
の
怨
恨
が
原
因
で
あ
る
と
す
で
に

推
測
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
娘
は
殺
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
怪
我
を
負
っ
た

被
害
者
の
中
に
女
性
も
多
く
見
ら
れ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。 

三 

「
高
槻
喧
嘩
」
の
噂 

 

こ
の
高
槻
の
城
下
で
起
こ
っ
た
刃
傷
事
件
は
、
巷
の
関
心
を
集
め
た
よ
う
で
あ
る
。

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
や
『
椿
説
弓
張
月
』
な
ど
で
有
名
な
読
本
作
者
の
曲
亭(

滝
沢)

馬
琴
が
、
享
和
二
年(

一
八
〇
二)

五
月
か
ら
八
月
に
上
方
を
旅
行
し
た
際
の
紀
行
文
『
覉

旅
漫
録
』(

享
和
三
年[

一
八
〇
三
年]

刊)

に
は
、
ほ
ら
話
で
よ
く
人
を
笑
わ
せ
る
斎
藤
文

次
と
い
う
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
こ
の
事
件
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る(

10)

。 

『
覉
旅
漫
録
』
に
よ
る
と
、
去
年
七
月
に
高
槻
の
町
で
、
色
情
の
遺
恨
を
晴
ら
そ
う

と
盆
踊
り
の
群
集
の
中
で
七
十
人
を
殺
め
た
事
件
が
あ
っ
た
が
、
京
都
で
は
こ
の
事
件

の
情
報
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
斎
藤
文
次
は
「
自
分
は
高
槻
に
縁
者
が
い
る
が
、
昨

日
そ
の
人
に
喧
嘩
の
こ
と
を
聞
く
と
、
殺
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
三
人
だ
っ
た
と
い
っ
て

い
た
」
と
語
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
人
々
も
、
七
十
人
と
い
う
の
は
さ
す
が
に
多
す
ぎ

る
の
で
、
ほ
ら
吹
き
の
文
次
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
当
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
思
っ
た
。
し
か
し
翌
日
高
槻
か
ら
人
が
来
た
の
で
、
喧
嘩
の
こ
と
を
聞
い
て
み

る
と
や
は
り
被
害
者
は
七
十
人
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
、
み
な
驚
い
た
、
と
い
う
。 

『
い
に
し
え
物
語
』
が
取
り
上
げ
た
記
録
で
は
、
死
傷
者
は
三
十
一
人
と
な
っ
て
お

り
、
七
十
人
と
い
う
数
字
と
は
隔
た
り
が
あ
る
が
、
今
も
言
わ
れ
て
い
る
被
害
者
七
十

人
と
い
う
人
数
は
こ
の
段
階
で
す
で
に
噂
と
し
て
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
こ
の
話
か
ら
は
、
京
都
に
も
こ
の
事
件
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
世
間
で
も
事
件
の
動
機

が
色
恋
を
原
因
と
す
る
怨
恨
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
「
高
槻
喧
嘩
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 
 

 

四 

歌
舞
伎
「
名
作
切
籠
曙
」
の
上
演 

享
和
元
年(

一
八
〇
一)

の
高
槻
城
下
で
の
刃
傷
事
件
と
、「
名
作
切
籠
曙
」
を
結
び
つ

け
る
資
料
が
あ
る
。
文
化
・
文
政
期(

一
八
〇
四
～
三
〇)

に
活
躍
し
た
大
坂
の
狂
言
作
者
、

浜
松
歌
国
が
著
し
、
没
後
に
遺
稿
集
の
形
で
刊
行
さ
れ
た
『
摂
陽
奇
観
』(

天
保
四
年[

一

八
三
三
年]

刊)

は
、
元
和
元
年(

一
六
一
五)

か
ら
天
保
四
年(

一
八
三
三)

ま
で
に
大
坂
で

起
き
た
出
来
事
を
記
し
た
年
代
記
・
随
筆
で
あ
る
。
こ
の
中
の
享
和
元
年(

一
八
〇
一)

七
月
の
項
に
は
、
高
槻
城
下
で
発
生
し
た
事
件
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る(

11)

。 

 

一 

同
月
十
六
日
夜 

高
槻
城
下
の
踊
り
場
に
て
家
士
の
婦
女
を
足
軽
之
者
恋
の

遺
恨
に
て
殺
害
ス 

此
一
件
を
中
之
芝
居
ニ
て
名
作
切
籠
曙
と
い
ふ
外
題
に
て
里

見
伊
介
樽
屋
お
仙
に
取
組
八
月
六
日
初
日
大
當
り 
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こ
こ
で
は
、
こ
の
事
件
が
「
名
作
切
籠
曙
」
と
い
う
外
題(

歌
舞
伎
狂
言
の
題
名)

の
芝

居
に
な
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
享
和
元
年(

一
八
〇
一)

七
月
十
六
日
に
起
こ
っ
た

事
件
を
題
材
に
脚
本
が
書
か
れ
、
直
近
の
八
月
六
日
に
は
上
演
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
が
、
浜
松
歌
国
は
中
之
芝
居
の
座
付
作
者
で
あ
る
奈
河
晴
助
の
弟
子
と
し
て
活
動
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
記
述
の
信
憑
性
は
高
い
と
み
ら
れ
る
。 

「
名
作
切
籠
曙
」
は
、
歌
舞
伎
の
演
目
の
分
類
で
は
「
世
話
物
」
に
当
た
る
。
世
話

物
は
、
歴
史
的
な
事
件
を
取
材
し
、
武
家
や
貴
族
な
ど
を
中
心
と
す
る
演
目
「
時
代
物
」

に
対
し
て
、
江
戸
時
代
の
町
人
社
会
を
中
心
と
し
て
扱
う
も
の
を
い
う
。
「
一
夜
漬
狂

言
」
な
ど
と
も
言
い
、
巷
に
起
き
た
心
中
事
件
や
情
痴
の
果
て
の
殺
人
事
件
な
ど
を
直

ち
に
舞
台
化
し
た
。「
名
作
切
籠
曙
」
の
作
者
で
あ
る
近
松
徳
三(

一
七
五
一
～
一
八
一
〇)

は
、
代
表
作
「
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
」
ほ
か
二
十
編
近
く
の
作
品
が
、
い
ず
れ
も
現
実
の

事
件
を
題
材
に
し
た
「
世
話
物
」
で
あ
り
、
驚
く
ほ
ど
の
速
さ
で
書
か
れ
た
一
夜
漬
狂

言
で
あ
っ
た
と
い
う(

12)

。
「
名
作
切
籠
曙
」
の
脚
本
が
、
初
演
の
前
月
に
起
こ
っ
た

高
槻
城
下
の
刃
傷
事
件
を
元
に
、
一
夜
漬
け
で
書
か
れ
た
と
考
え
て
も
良
い
だ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
前
述
の
曲
亭
馬
琴
『
覉
旅
漫
録
』(
図)
で
は
、
馬
琴
が
京
都
滞
在
中
の
七
月

二
十
四
日
か
ら
始
ま
っ
た
四
条
北
の
芝
居
を
見
物
に
行
っ
た
際
、
切
狂
言(

一
日
の
興
行

の
最
後
の
一
幕)

が
「
伏
見
の
喧
嘩
」
を
取
り
上
げ
た
新
狂
言
で
あ
っ
た
と
記
し
、
追
記

で
こ
れ
は
伏
見
で
は
な
く
「
高
槻
喧
嘩
」
を
取
り
上
げ
た
狂
言
で
あ
り
、
こ
の
狂
言
を 

高
槻
騒
動
と
言
う
、
と
し
て
い 

る(

13)

。
享
和
二
年(

一
八
〇 

二)

七
月
に
こ
の
芝
居
小
屋
で 

上
演
さ
れ
た
演
目
は
「
名
作
切 

籠
曙
」
で
あ
り(

14)

、
前
述
の 

よ
う
に
馬
琴
は
同
書
内
で
「
高 

槻
の
喧
嘩
」
は
昨
年
七
月
に
起 

こ
っ
た
事
件
で
あ
る
、
と
記
し 

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
同
様
の 

こ
と
が
い
え
る
。 

 
 

お
わ
り
に 

歌
舞
伎
「
名
作
切
籠
曙
」
の 

元
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
高
槻
の 

事
件(

「
高
槻
喧
嘩
」)

と
は
、
享
和
元
年
の
盆
踊
り
の
際
に
、
城
下
で
起
こ
っ
た
刃
傷

事
件
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
事
件
は
、
高
槻
で
も
記
録
さ
れ
て
い
る
実
際

に
あ
っ
た
事
件
で
あ
り
、
「
世
話
物
」
の
演
目
ら
し
く
発
生
し
た
直
後
に
一
夜
漬
狂
言

と
し
て
脚
本
化
さ
れ
、
上
演
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

一
方
で
、「
娘
殺
し
」「
七
十
人
を
巻
き
込
ん
だ
」
と
い
う
従
来
言
わ
れ
て
い
た
事
件

の
内
容
に
つ
い
て
見
る
と
、
現
実
と
は
乖
離
し
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
こ
の
違
い

は
芝
居
と
し
て
脚
色
さ
れ
る
以
前
に
す
で
に
発
生
し
て
、
人
の
噂
に
上
っ
て
い
た
可
能

性
も
あ
る
。
「
世
話
物
」
は
実
際
に
あ
っ
た
事
件
を
題
材
と
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と

さ
れ
る
が
、
人
々
の
噂
の
中
で
、
そ
し
て
脚
本
の
中
で
脚
色
さ
れ
、
よ
り
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。 
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